











































公開が開始できるように準備しています。 (URLhttp:j jwww.hida.kyoto-u.ac必j-smart) 
なお、この太陽活動画像公開用のシステムを作るために、学術創成研究費「宇宙天気予報
の基礎研究J(研究代表者:柴田一成)の補助を受けています。また、その研究分担者とも
共同でシステムを開発しています。
装置面では、 (1)Hα リオフィルターの結晶素子構成を一部改造して、より精度高い画
像を得られるようにしました。これには、中国南京天文術研究所の協力を得ました。 (2)
望遠鏡の赤緯軸の駆動部分を改造してより滑らかな動きになるようにしました。
この望遠鏡で得られるデータは、スタッフ、研究員、職員ばかりではなく、大学院生、
学生および他の研究所の人々も利用しています。そこで、今年度から、望遠鏡の運用、運
用報告、データ整理はこれらの人が交代で当る形の体制で臨むことにしました。
(北井礼三郎記)
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